
◆
第
一
分
科
会

小
学
校
◆

バ
ザ
ー
の
話
を
中
心
に
、

各
校
の
特
徴
あ
る
活
動
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ザ
ー
は
、
地
域
と
関
わ

り
合
え
る
イ
ベ
ン
ト
。
少
子

化
に
向
け
て
、
地
域
と
の
関

わ
り
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

助

言

者

の

校

長

（

広

畑

小

）

は

「

学

校

の

土

地

柄

に

合

わ

せ

た

活

動

を

、

他

校

の

良

い

と

こ

ろ

を

真

似

す

る

だ

け

で

な

く

、

自

校

の

も

の

に

す

る

必

要

が

あ

る

」

と

お

っ

し

ゃ

い

ま

し
た
。
参
加
者
は
、

各

校

の

取

り

組

み

に
つ
い
て
の
質
問
を
し
、
自

校
に
生
か
す
ヒ
ン
ト
を
得
る

会
と
な
り
ま
し
た
。

◆
第
二
分
科
会

中
学
校
◆

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
バ
ザ
ー

品
、
資
源
回
収
の
お
願
い
を

「
学
校
メ
ー
ル
」
で
配
信
す

る
こ
と
で
多
く
の
人
数
、
品

物
を
集
め
る
た
め
の
工
夫
を

し
て
い
ま
す
。

親
子
清
掃
に
参
加
し
て
も

ら
う
た
め
、
清
掃
後
に
宝
探

し
を
す
る
学
校
が
あ
り
、
会

場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

「
そ
れ
ぞ
れ
、
良
い
と
こ

ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
改
善
し
、
独
自
の

文
化
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
つ
な

げ
て
ほ
し
い
」
と
校
長
（
西

中
）
が
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

◆
第
三
分
科
会

小
学
校
◆

委
員
選
出
の
方
法
を
メ
イ

ン
に
、
3
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
議
論
し
ま
し
た
。

「
委
員
長
を
先
に
決
め
て
か

ら
、

委
員

を
決

め
る

」
や

「
前
年
度
内
に
決
め
て
お
く

と
、
４
月
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に

ス
タ
ー
ト
す
る
」
な
ど
が
参

考
に
な
っ
た
と
い
う
声
が
多

く
あ
が
り
ま
し
た
。

校
長
（
上
小
）
は
「
『
大

人
も
繋
が
ろ
う

大
人
も
学

ぼ
う

あ
な
た
も
一
歩
踏
み

出
し
て
み
て
』
と
ポ
ッ
プ
に

呼
び
か
け
て
は
ど
う
か
し
ら
？

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
大
人
が
共
に
育
ち

学
ぶ
場
所
」
と
ご
助
言
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

◆
第
四
分
科
会

中
学
校
◆

『
役
員
を
や
っ
て
良
か
っ
た

こ
と
』
を
主
題
と
し
、
苦
労

し
た
こ
と
、
選
出
方
法
の
順

で
話
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

「
子
ど
も
が
プ
リ
ン
ト
を
持
っ

て
来
な
い
が
、
役
員
を
通
し

て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
り
が
た
い
」
「
や
っ
て
み

れ
ば
楽
し
い
」
と
い
う
声
が

あ
り
ま
し
た
。

役
員
の
引
き
受
け
手
が
少

な
い
の
が
現
状
で
す
が
、
学

校
に
よ
っ
て
は
、
集
ま
り
に

参
加
で
き
な
い
人
は
、
自
宅

で
で
き
る
こ
と
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

皆
一
人
ひ
と
り
が
協
力
し

合
え
ば
、
負
担
は
軽
減
さ
れ

て
い
き
ま
す
。

「
素
敵
な
人
に
出
会
っ
て
、

そ
の
人
の
人
柄
か
ら
学
ん
だ

と
き
、
自
分
も
磨
か
れ
る
」

と
校
長
（
大
根
中
）
が
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

時
々
笑
い
が
あ
り
、
参
加

さ
れ
た
方
々
が
輝
い
た
、
建

設
的
な
話
し
合
い
の
場
に
な

り
ま
し
た
。

◆
第
五
分
科
会

小
学
校
◆

「
あ
い
さ
つ
を
し
な
い
小
学

生
が
多
い
」
と
い
う
意
見
が

出
ま
し
た
。
特
に
、
高
学
年

に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
で
、

「
日
常
的
に
あ
い
さ
つ
が
で

き
る
子
が
増
え
れ
ば
、
そ
れ

が
一
番
の
防
犯
に
つ
な
が
る

の
で
は
」
と
い
っ
た
声
も
あ

り
ま
し
た
。

最
後
に
校
長
（
堀
川
小
）

は
、
「
地
域
の
方
と
一
緒
に

話
し
合
い
の
場
を
多
く
持
ち
、

協
力
し
合
え
る
環
境
づ
く
り

が
必
要
」
と
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。

◆
第
六
分
科
会

中
学
校
◆

『
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
』

を
お
願
い
す
る
に
あ
た
っ
て

留
守
の
お
宅
が
い
く
つ
か
あ

り
、
安
心
・
安
全
面
の
心
配

が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
引
き
受

け
て
く
だ
さ
る
ご
厚
意
を
大

切
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
に
『
子

ど
も
１
１
０
番
の
家
』
の
登

録
を
増
や
す
な
ど
の
意
見
も

で
ま
し
た
。

校
長

（
鶴

巻
中

）

は
、

「
『
自
分
が
こ
こ
に
い
て
も

い
い
』
と
い
う
強
い
心
を
も

て
る
よ
う
な
家
庭
、
学
校
、

地
域
に
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

各
分
科
会
に
参
加
さ
れ
た

方
々
が
、
積
極
的
に
意
見
を

出
し
て
い
ま
し
た
。
各
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て
意
見
・

情
報
交
換
す
る
中
で
、
他
校

の
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第１１１号（１） はだのＰ連だより ２０１７年（平成２９年）７月１２日

平
成
29
年
度
、
秦
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
、

森
谷

忠
で
す
。

日
頃
よ
り
、
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
、

秦
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
の
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

『
継
続
は
力
な
り
』

わ
た
し
の
好
き
な
言
葉
で
す
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
今
、
時
代
に
合
っ
た
活
動

方
法
を
見
つ
け
、
継
続
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
『
和
～
小

さ
な
輪
か
ら
大
き
な
和
へ
～
』
と
し
ま

し
た
。
他
校
の
良
い
所
を
参
考
に
し
、

各
単
Ｐ
活
動
に
生
か
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
思
い
で
、
今
年
度
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
学
校
に
足
を
運
び
、
実
際
の
状

況
を
見
る
機
会
を
つ
く
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
単
Ｐ
の
抱
え
て
い
る
問

題
な
ど
を
共
有
し
、
市
Ｐ
の
問
題
と
し

て
解
決
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

単
Ｐ
活
動
の
た
め
の
市
Ｐ
と
し
て
、

皆
様
と
一
緒
に
悩
み
楽
し
み
な
が
ら
、

秦
野
市
全
体
の
輪
を
つ
く
り
、
継
続
で

き
る
大
き
な
「
和
」
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
一
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
関
連
記
事

二
面
『
会
長
さ
ん

Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
に

は
、
子
育
て
を
一
緒

に
す
る
た
め
、
学
校

へ
足
を
運
ん
で
も
ら

う
こ
と
を
後
押
し
す

る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
役
割
を
生
か

す
た
め
に
、
広
報
紙

作
り
が
大
切
で
あ
る

と
過
去
の
紙
面
を
見

本
に
出
し
な
が
ら
、

丁
寧
に
教
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

実
際
に
紙
面
を
作

る
と
き
の
文
字
数
や

レ
イ
ア
ウ
ト
、
写
真

の
撮
り
方
な
ど
実
務

的
な
お
話
も
さ
れ
、

参
加
者
は
熱
心
に
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
『
楽
し
く

作
れ
ば
、
楽
し
い
紙
面

に
な
る
』
と
、
今
後
の

広
報
紙
作
り
を
盛
り
上

げ
る
言
葉
で
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
楽

し
く
広
報
活
動
を
や
っ

て
み
よ
う
」
「
自
分
の

子
育
て
に
も
役
立
つ
お

話
で
し
た
」
と
い
う
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
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和

４
月

市
Ｐ
連
決
算
・
予
算
総
会

５
月

事
務
局
長
会
議

広
報
技
術
講
習
会

単
Ｐ
会
長
会

６
月

会
長
・
情
報
委
員
合
同
会

市
Ｐ
連
会
員
研
修
会

７
月

は
だ
の
Ｐ
連
だ
よ
り

第
111
号
発
行

８
月

日
Ｐ
全
国
研
究
大
会

９
月

単
Ｐ
会
長
会

広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

10
月

第
18
回
市
Ｐ
連
会
議

11
月

は
だ
の
Ｐ
連
だ
よ
り

第
112
号
発
行

県
Ｐ
大
会
（
秦
野
）

12
月

視
察
研
修
会

単
Ｐ
会
長
会

１
月

市
Ｐ
大
会

２
月

会
長
・
情
報
委
員
合
同
会

３
月

は
だ
の
Ｐ
連
だ
よ
り

第
113
号
発
行

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

事
業
計
画

会

長
□
□
□
□
（
北
中
）

副
会
長

□
□
□
□
（
末
広
小
）

□
□
□
□
（
鶴
巻
中
）

□
□
□
□
（
北
中
学
校
長
）

会

計
□
□
□
□
（
上
小
）

□
□
□
□
（
東
中
）

情
報
委
員
長

□
□
□
□
（
東
小
）

情
報
副
委
員
長

□
□
□
□
（
西
中
）

□
□
□
□
（
大
根
中
）

顧

問
□
□
□
□
（
本
町
中
）

□
□
□
□
（
南
が
丘
小
）

□
□
□
□
（
大
根
中
）

事
務
局

□
□
□
□
（
北
中
）

市
Ｐ
連
主
催
の
広
報
技
術
講
習
会
が
平
成
29
年
5
月
12
日
（
金
）
秦
野
市

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞

コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員
で
あ
る
武
勝
美
先
生
を
講
師
に
迎
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度

市
Ｐ
連
本
部
役
員

楽しく作って読みたくなる広報紙を
～広報技術講習会に175名が参加～

子
育
て
ご
一
緒
に

熱心に聴く参加者

出
会
い
の
数
だ
け
学
び
が
あ
る

地
域
と
の
関
わ
り
を
深
め

る
た
め
に

大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も

も
変
わ
る

恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
あ
い

さ
つ
を

共に学び 共に成長

引
き
継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ

楽
し
む
こ
と
か
ら
始
め
て

み
よ
う

育
て
よ
う
子
ど
も
の
自
己

肯
定
感

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て

～
各
校
の
特
徴
あ
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
～

魅
力
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
求
め
て

～
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
Ｐ
Ｔ
Ａ
～

市
内
22
校
よ
り
約
200
名
が
参
加

子
ど
も
た
ち
を
守
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
取
り
組
み

～
防
犯
・
防
災
・
見
守
り
活
動
～

秦
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
主
催
の
会
員
研
修
会

が
、
６
月
22
日
（
木
）
秦

野
市
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

市
内
の
小
・
中
学
校
か

ら
参
加
し
た
会
員
が
６
分

科
会
に
分
か
れ
て
、
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
意
見
・
情
報

交
換
を
し
ま
し
た
。

秦
野
市
Ｐ
連
会
長

森
谷

忠

も

り

や

た
だ
し

実
り
あ
る
会
員
研
修
会

平
成
29
年
度

会
員
研
修
会

この出会いもひとつの『和』

～小さな輪から

大きな和へ～



第１１１号（２） はだのＰ連だより ２０１７年（平成２９年）７月１２日

関
東
大
震
災
で
山
津
波
が

起
き
ま
し
た
。
山
津
波
と
は
、

土
石
流
が
雪
崩
れ
込
む
姿
が

津
波
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と

か
ら
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

北
小
・
中
学
校
は
県
が
指

定
す
る
土
砂
災
害
区
域
の
土

石
流
エ
リ
ア
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
土
砂
災
害
に
備
え
、

北
中
で
は
一
昨
年
、
秦
野
市

が
建
設
し
た
備
蓄
倉
庫
が
土

砂
に
埋
も
れ
な
い
よ
う
基
礎

を
１
ｍ
底
上
げ
し
ま
し
た
。

唐
沢
川
上
流
に
は
、
秦
野

市
が
ワ
イ
ヤ
ー
セ
ン
サ
ー
を

設
置
し
、
土
砂
災
害
が
起
き

た
と
き
は
、
山
辺
保
育
園
、

北
幼
稚
園
、
北
小
・
中
学
校

で
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

さ
ら
に
付
近
の
住
民
向
け

に
防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
情
報
が
流
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
避
難
訓
練
の
と
き

に
は
、
関
東
大
震
災
の
教
訓

か
ら
「
大
雨
に
な
っ
た
ら
土

砂
災
害
警
戒
区
域
か
ら
離
れ

て
避
難
す
る
よ
う
に
」
と
校

長
は
生
徒
た
ち
に
指
導
し
て

い
ま
す
。

各
小
・
中
学
校
で
は
、
定

期
的
に
避
難
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

で
は
、
ご
家
庭
で
は
ど
う

で
し
ょ
う
。
住
ん
で
い
る
地

域
ご
と
に
危
険
な
場
所
や
避

難
方
法
は
違
う
と
思
い
ま
す
。

避
難
訓
練
に
参
加
し
、
地

域
の
人
と
関
わ
り
、
安
全
な

場
所
を
確
認
し
、
家
族
で
話

し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
年
の
秦
野
市
総
合
防
災

訓
練
は
、
９
月
３
日
（
日
）

に
行
い
ま
す
。

広
域
避
難
場
所
23
カ
所
全

て
で
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
合
同
訓
練
会
場
は
、

鶴
巻
小
学
校
で
す
。

今
年
度
か
ら

避
難
所
開

設
・
運
営
訓
練

も
実
施
さ

れ
る
予
定
で
す

。
ご
家
庭

で
も
安
全
を
確

認
し
、
話

し
合
い
、
地
域

の
訓
練
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

「
ま
ず
は
我
が
家
か
ら
」

で
す
！

だ よ り

情報委員会
ＮＯ.１２

知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

ご家庭にありますか？

『防災ハンドブック』

決
算
総
会
で
は
事
業
決
算

報
告
、
新
年
度
役
員
が
承
認

さ
れ
、
平
成
28
年
度
市
Ｐ
連

の
活
動
が
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
28
年
度
市
Ｐ

連
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
が
行
わ
れ
、
そ
の
功
績
を

た
た
え
ま
し
た
。

予
算
総
会
は
、
来
賓
と
し

て
教
育
長
が
参
加
さ
れ
「
水

無
川
沿
い
の
桜
が
き
れ
い
に

咲
き
、
花
見
の
車
で
渋
滞
し

て
い
ま
し
た
。
私
も
桜
の
花

を
見
な
が
ら
会
場
ま
で
来
ま

し
た
」
と
自
然
豊
か
な
秦
野

の
春
に
触
れ
な
が
ら
あ
い
さ

つ
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
の
紹
介
、
事
業
計

画
案
、
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、

森
谷
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
も

あ
っ
た
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
和
～
小
さ
な
輪
か
ら
大

き
な
和
へ
～
」
を
目
指
し
、

新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
平
成
29

年
度
の
市
Ｐ
連
活
動
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

会員数 10816名(5/1現在)

※
今
年
度
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
の
行

政
の
窓
口
（
担
当
課
）
が
、
学
校

教
育
課
か
ら
生
涯
学
習
文
化
振
興

課
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

「
楽
し
く
作
れ
ば
楽
し
い
紙

面
に
な
る
」
武
先
生
の
お
話

の
通
り
、
楽
し
ん
で
作
り
ま

し
た
。
楽
し
い
紙
面
に
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

仕
事
を
し
な
が
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ

活

動

を

す

る

人

が

増

え

、

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
を
見
直
す
時
代

と
な
っ
て
い
る
昨
今
。
ス
マ

ホ
な
ど
の
機
能
を
利
用
し
な

が
ら
、
最
小
限
の
編
集
会
議

で
作
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
紙
面
を
一
緒
に
作
り

あ
げ
た
メ
ン
バ
ー
に
も
、
今

で
は
新
し
い
「
和
」
が
つ
く

ら
れ
て
い
ま
す
！

【
編
集
委
員
】
□
□
□
□
（
広

畑
小
）
□
□
□
□
（
堀
川
小
）

□
□
□
□
（
大
根
中
）
□
□
□

□
（
東
中
）
□
□
□
□
（
西
中
）

□
□
□
□
（
末
広
小
）
□
□
□

□
（
東
小
）
□
□
□
□
（
大
根

小
）

編
集
後
記

自分の地域を

確かめよう

災害時は倉庫の横に

仮説トイレを設置

ま
ず
は
我
が
家
か
ら

【
優
秀
賞
】

東
中
「
ぎ
ん
な
ん
」

本
町
中
「
丹
沢
の
風
」

【
優
良
賞
】

西
小
「
西
の
い
ぶ
き
」

北
小
「
稜
線
」

本
町
小

「
ほ
ん
ち
ょ
う
の
森
」

西
中
「
西
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
陽
光
」

南
中

「
み
な
み
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
け
は
し
」

【
佳
作
】

南
小
「
さ
く
ら
木
」

渋
沢
小
「
し
ぶ
し
ょ
う
」

南
が
丘
小
「
南
の
風
」

堀
川
小
「
ほ
り
か
わ
」

南
が
丘
中
「
南
が
丘
」

【
努
力
賞
】

東
小
「
せ
ん
だ
ん
」

上
小
「
カ
リ
ヨ
ン
」

広
畑
小

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
ひ
ろ
は
た
」

末
広
小
「
く
ず
葉
」

北
中

「
北
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
」

渋
沢
中
「
ふ
れ
あ
い
の
丘
」

【
奨
励
賞
】

大
根
小
「
お
お
ね
」

鶴
巻
小
「
い
っ
ぽ
」

大
根
中
「
大
根
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

第
66
回
全
国
小
・
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

【
優
秀
賞
・
全
国
新
聞
教
育

研
協
議
会
賞
】

東
中
「
ぎ
ん
な
ん
」

【
佳
作
】

本
町
中
「
丹
沢
の
風
」

【
努
力
賞
】

西
中

南
中

北
中

南
が
丘
小

堀
川
小

本
町
小

南
小

秦
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

祝

平
成
29
年
４
月
15
日
（
土
）
本
町
公
民
館
で
、
平
成
28
年
度
決

算
総
会
、
平
成
29
年
度
予
算
総
会
が
市
内
22
の
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
、
情
報
委
員
、
学
校
長
出
席
の
も
と
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
本
町
小
バ
ザ
ー
視
察
◆

開
始
し
て
す
ぐ
、
各
模

擬
店
に
長
い
列
が
で
き
ま

し
た
が
、
う
ち
わ
の
番
号

や
看
板
な
ど
で
誘
導
し
、

行
列
を
解
消
し
て
い
た
の

が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

900
食
あ
っ
た
焼
き
そ
ば

が
、
な
ん
と
30
分
で
完
売

と
は
、
驚
き
で
し
た
！

会
長
さ
ん
ぽ

①

平
成
29
年
度
市
Ｐ
連
ス
タ
ー
ト

決
算
・
予
算
総
会
開
催
さ
れ
る

少子化が進むにあたり、各
校の児童・生徒数の一番多い年
と今年度を比べてみました。秦野
市でも少子化の波は止まりません
が、ＰＴＡ一丸となって大きな

『和』にしていきましょう！

北地区

防災マップ


